
スマートフォンの活用を！
スマートフォンのライト機能は懐中電灯代わりとなります。また、電話やメールは家族などへの連絡手段となり、ラジオが無く
ても情報収集が可能となるなど、災害時にも大変便利に活用できます。
バッテリー切れで使えないことがないように、モバイルバッテリーを備えておきましょう。

非常持出品にマスク・アルコールスプ
レー・体温計・スリッパを加えておきま
しょう。

○

マスクの着用、こまめな手洗い･消毒､
咳エチケット等を徹底しましょう。

○

避難者同士のスペースを確認し､密を
避けましょう。

○

指定避難所への避難

避難所での過密状態を避けるため、宿
泊施設が避難所として活用される場合
があります。

宿泊施設への避難

換気や運動を心がけ､エコノミークラ
ス症候群や一酸化炭素中毒､熱中症な
どに十分注意しましょう。

車中避難

日頃からコミュニケーションをとり､災害
時の避難について相談しておきましょう。

安全な場所に住む
　　　　親戚･知人宅への避難

自宅が安全な区域ではない場合

危険・不安を感じるときは…

避難とは｢難｣を｢避｣けることです｡

安全な場所にいる人まで避難所に行く

必要はありません｡

在宅避難をすることを想定し､飲料水や

食料品､生活用水､日用品については

最低３日間分を準備しておきましょう。

在宅避難（動かない避難）

自宅が安全な区域の場合

まずは ハザードマップで自宅が安全な区域であるかを確認しましょう

分散避難   とは？ → 自宅や知人宅、宿泊施設、車中などの避難所以外の安全な場所に避難をすることです

避難所では、感染リスクが高まるおそれがあります。
感染拡大を防ぐため、 分散避難   の検討や避難時の衛生用品の携行についてご協力をお願いいたします。

避難時の感染症対策

あなたの街の防災情報

キキクル

キキクルをご自身のスマートフォンや
パソコンのお気に入りに登録すること
を推奨します。

防災情報を自ら入手

町民のみなさん

防
災
情
報
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法
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達

緊急地震速報、大津波警報、津波警報
気象に関する特別警報、災害・避難情報

・緊急速報メール
その他情報媒体

・テレビ（テロップやデータ放送 ）
・ラジオ

報道機関

・広報車（関係する地域を巡回）
・防災無線

役　　場

・消防車（巡回）、サイレン
・パトカー（巡回）

消防署（消防団）・警察署

防災情報の発信

小平町（災害対策本部）

防災情報の伝わり方を知っておこう
災害が発生したとき､または発生しそうなときは､テレビ・ラジオ・ホームページで防災情報（気象・河川・道路情報や避難情報
など）を確認しましょう。防災情報は、以下の図の流れにより町民のみなさんに伝えられます。

の予備知識避　　難

東日本大震災の
津波避難行動の
教　　訓

●安全に避難するには早期避難が重要
●避難の呼びかけや率先避難が避難をうながす要因になる
●迅速に避難した人は、津波襲来に対する意識が高い
●「家族を探す」「忘れ物をとりに自宅へ戻る」などの行動が避難を妨げる
●車で避難した人の１／３が渋滞に巻き込まれ被害にあった

・避難に関する情報を無視するのは､きわめて危険な行為です｡必ず従いましょう｡

・避難情報が発令される前に津波が襲来する場合があります。

　どんな状況でも情報を掴めるようにスマートフォンや携帯ラジオ等を備えておきましょう。

避難情報に従いましょう

・家族や地域で避難方法などについて話し合っておきましょう。

・隣近所などの身近に避難のお手伝いが必要な人が居ないか確認しておきましょう。

事前に確認しておきましょう

｢巨大｣｢高い｣という言葉での発表は非常事態です。東日本大震災のような津波が来ると思って、一刻も早く避難してください。
　※高い津波が来る前は､津波の高さを｢観測中｣として発表します。

震源が陸地に近いと、津波警報や注意報が津波の襲来に間に合わないことがあります。
強い揺れや弱くても長い揺れを感じたときは、すぐに避難を開始しましょう。

津波は沿岸の地形などの影響により、予想より高くなる場合があります。
より高い場所を目指して避難しましょう。

津波は長い時間何度も繰り返し襲ってきて、あとから来る津波の方が高くなることがあります。
津波警報・注意報が解除されるまでは、避難を続けましょう。

地震発生後、予想される津波の高さが20cm未満で被害の心配がない場合、
または津波注意報の解除後も海面変動が継続する場合には、「津波予報（若干の海面変動）」を発表します。

津波警報･津波注意報と避難のポイント

地震の揺れを感じたら！

津波警報が出たら！

避難指示が出たら！ ただちに避難！

強い地震だけではなく、弱い地震であっても。
長時間の地震を感じたときも。
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とるべき避難行動を確認しましょう

この津波ハザードマップに表記してある浸水区域の津波レベルは､発生頻度は極めて低いものの､発生すれば甚大な被害をもたらす

津波を設定しています。津波から命を守るには、ためらわず迅速な避難をすることが大事です｡

迅速な避難をするために

の予備 知 識津　　波
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